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経済産業省 ロボット介護機器開発・導入促進事業

 高齢者の自立支援、介護者の負担軽減に資するロボット介護
機器の開発・導入を促進する

 開発補助事業：介護現場のニーズを踏まえてロボット技術の
利用が有望な分野を重点分野として特定し、開発企業に対し
補助を行う

 基準策定・評価事業：機器の開発に必要となる安全性と効果
のアセスメント手法、検証方法、倫理審査申請といった「実証
プロトコル」を確立し、中間審査会，ステージゲートでの審査を
行う．また機器のモジュール化や標準化といった開発支援も

進める

 「できる活動」だけでなく「している活動」が実現できるかが
重要

 メリット/デメリット（短期的/長期的），適応/禁忌を明らかに

 被介護者、介護者、介護事業者への効果を多面的に評
価する（機械的な性能分析、高齢者の生活機能分析、施
設の業務分析等により、エビデンスを蓄積）
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リスクアセスメント手法

個別企業対応

業務・生活分析

全
体

調
整

P
L

効果評価基準

安全評価基準

安全評価方法

性能評価基準

産総研
長寿研
AVS

サービス評価

安衛研
名大
産総研
JARI
JASPEC

モジュール化支援技術産総研
セック

モジュール化支援

基準策定

産総研

リスクアセスメント

倫理申請支援

担当機関

開発補助企業
（×47社）

標準化

性能評価手法

JARA
JASPA

経済産業省

ステージゲート
での審査

開発内容の
支援・指導

効果評価

性能評価

性能試験

安全評価

安全試験

倫理指針

申請ガイドライン

基準策定への
フィードバック

経済産業省 ロボット介護機器開発・導入促進事業

プロジェクトリーダ 比留川博久（産総研）

機構・制御部
安全関連部

有用性・安全性に関する機能要求
有用性・安全性に関する性能要求

・メリット・デメリット
（短期的・長期的）
（被介護者・介護者、
施設全体）

・適応と禁忌
・使い方

項目と具体的内容

「参加」の具体像としての「活動」

ロボット介護機器開発PJにおける基準づくりコンソ
の役割
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要件定義

プロタイプ製作

システム検証

モジュール試験

システム設計

ハード・ソフト設計

モジュール化設計

ハード・ソフト試験

妥当性確認

一日の生活での課題の明確化

目標となる「活動」の明確化

要素動作の明確化

「している活動」での検証

「できる活動」での検証

要素動作での評価

機械システム

人との関係

ニーズの把握方法

試験・検証方法
有用性・安全性
を満たすための

設計

倫理審査申請

モジュール化

標準化

効果の検証方法
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今後の開発スケジュール
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基準作りコンソーシアムによる評価基準策定・審査
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開発補
助企業

採択 採択

それ以外の
パートナー
シップ
参加企業

不採択
不採択

事業全体は５年間
重点分野の開発は２or３年間
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今後の進め方

・開発補助事業者のヒアリング

- 1採択企業は済

- 2次採択企業は9/19,20,25の予定

・プロジェクト広報サイト公開済み

- 1次採択企業のロボット介護機器情報は掲載済み

- 2次採択企業へはこれから機器情報の提供を依頼

・基準づくりコンソ対各企業でNDAを結ぶ（手続き中）

・基準づくりコンソに各企業の窓口担当をつくり（済），
相談・アドバイスを行う
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ロボット介護機器開発・導入促進
事業のウエブサイト
http://robotcare.jp

• 開発企業の機器情報
• 基準づくりコンソの策定状況
を掲載していく予定
各企業にID,PWを発行し情報の
更新をお願いする予定
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今後の開発スケジュール（予定のものも含む）

・8月29日，30日 ロボット介護機器開発パートナーシップ開催

- 審査基準（第1版）公開

・9月4日～6日 ロボット学会学術講演会でPJのオーガナイズドセッション

・9月18日～20日 国際福祉機器展（東京ビックサイト）

いくつかの開発補助企業が展示

・9月19日,20日,25日 2次採択企業のヒアリング

・10月29日，30日 中間審査会（全開発補助企業＋一部のPS参加企業）

・11月6～9日 国際ロボット展（東京ビックサイト）

経産省が本PJの展示ブースを設置，ワークショップを開催

・12月中旬 ロボット介護機器開発パートナーシップ開催

- 審査基準（第２版）公開

- 新規重点分野公表

・2月 ステージゲート審査会実施

- 2月1日，2日に開発された機器を集めた評価会

- 2月最終週にステージゲート審査会

・4月以降 新規公募
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中間審査とステージゲート審査の方針
 中間審査会（10/29,10/30）

 実機の持ち込みは無し

 チェックシート形式のコンセプトチェック，リスクアセスメント
などの各種シートを埋めて事前提出して頂く

 開発で気を付けるべき点に抜けがないか確認（1社30分）

 実機の開発に反映することが目的

 点数付け，順位付けはしない

 ステージゲート審査会（2月）

 実機（プロトタイプ）の完成が必須

 チェックシート形式の各種シートを作成して頂く

 有効性や安全性を実機で確認するための評価会（2/1,2/2）
＋ヒアリング（2月最終週）

 点数付け，順位付けを行い，次年度の採択/不採択を決定
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中間審査会へ向けたスケジュール

 9月27日(金) 中間審査用資料（チェックシート）の公開

 開発コンセプトチェックシート，安全コンセプトチェックシート，リスクアセスメン
トシートなどの各種シートのひな形

（開発企業の皆さんに作成して頂く期間）

 10月15日(火) 中間審査用資料の提出締切

（基準づくりコンソ側での事前確認）

 10月29日(火)，30日(水) 中間審査会

（全開発補助企業＋一部のPS参加企業，ヒアリング形式）

 1社30分程度，実機の持ち込みは無し

 開発で気を付けるべき点に抜けがないか確認

 ロボット介護機器PJのウェブサイト（robotcare.jp）およびPJ参加企業への
メールにて，改めてアナウンスします

 基準づくりコンソまでのフィードバックは，PJ参加企業は窓口担当者に，
PS参加企業はウェブサイトに記載された連絡先へお願いします
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